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カルシウム電池の電解質用組成物、
カルシウム電池の電解質、及び、
カルシウム電池
二次電池必須特性を全て満たした新組成Ca電解質

Ca二次電池は将来的にLi二次電池の置換が期
待され開発が進められているが、二次電池としての
必須特性（例えば、高いCaイオン伝導性、広い電
位窓、高い対Ca金属溶解析出安定性）を兼ね
備えた電解質が存在しないという課題がある。
本発明は上記課題を解決し、ハロゲンフリーで新

規組成のCa塩を用いた高いCaイオン伝導性、広い
電位窓、高い対Ca金属溶解析出安定性を持ち、
特性が劣化しにくいCa二次電池用電解液を実現
するものである。
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